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局在表面プラズモン共鳴（LSPR）を示す金属ナノ粒子を酸化チタン（TiO2）などの半導体と組

み合わせることで，プラズモン誘起電荷分離（PICS）が生じる[1]．PICS は通常，金属ナノ粒子か

ら半導体への電子移動により起こり，可視・近赤外領域で動作する光電変換素子や光触媒，化学

センサー等への応用が期待されている[2]． 

一般的に，PICS の内部量子収率（IQE）は粒子サイズが小さい方が高く，逆に吸収断面積はサ

イズとともに大きくなる．外部量子収率（EQE）はそれらの積によって決まるため，サイズによ

る EQE の改善には限界がある．そこで本研究では，高い IQE を示す小さい金ナノ粒子（AuNP）

と，大きい吸収断面積を持つ大きな金ナノキューブ（AuNC）を，プラズモンカップリング[3]に

よって相互作用させることで，高い IQE と大きい吸収断面積をもつ非対称構造体を作製できると

考え，作製を試みた．まず静電吸着法により作製した FTO/TiO2/AuNP 電極を AuNC溶液に浸漬す

ることで非対称構造を作製（Figure 1a）し，電子ドナー（エタノール）を含む電解液中における

短絡光電流を測定した（Figure 1b）．その結果，AuNPのみの電極よりも非対称構造の電極の方が

600 nm以上で EQEは高くなり，最大で 9.8倍の増強を観測した．長波長側（＞600 nm）での増強

現象は，AuNP と AuNC のカップリングによる効果であることを示唆している．一方で，AuNC

のみの電極ではほとんど PICS は観測されなかったことからも，光電流増強は非対称構造の形成に

よって生じたカップリングによるものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1. (a) SEM image of asymmetric AuNP-AuNC nanostructures on TiO2. (b) EQE spectra of AuNP, 

AuNC, and AuNP-AuNC on FTO/TiO2. 
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